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1. はじめに

　私たちは，幼い頃から言葉を通して様々な情報を得て自分の考えを形成し，人と伝え合うこと

で人間関係を築いている。そして，発達に応じて様々な言葉の使い方を獲得し，自分の考えを深

めて自己実現を図ったり，他者と協働的に関わって問題を解決したりすることができるようにな

る。学校において言葉は，他者の考えを理解したり自分の考えを表現したりするための手段とし

て必要不可欠のものであり，全ての学習の基盤となる言語能力の育成が求められている。言語能

力を高めることにおいて，母国語としての国語を学ぶ国語科の果たす役割は大きい。そのため，

国語科を学習することを通して高める資質・能力は，国語科はもちろんのこと他教科等における

学びを深めたり，実生活における暮らしを豊かにしたりするものであると言える。

2. 国語科における主体的・対話的で深い学び

　国語科における主体的・対話的で深い学びを，次のようにとらえた。

　課題解決のために自分が話したり聞いたり書いたり読んだりした言葉を，言葉による見方・

考え方を働かせて，理解し直したり表現し直したりしながら考えを再構築し，学びを振り返る

こと。

　上記の国語科の特質に応じた見方・考え方（以下「言葉による見方・考え方」）を，以下の表１

のようにとらえた。

【表１　言葉による見方・考え方】

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと

見　方

考え方

・　主に創造的・論理的思

考の側面

・　主に他者とのコミュニ

ケーションの側面

・　主に創造

的 ･ 論理的

側面

・　主に他者

とのコミュ

ニケーショ

ンの側面

・　主に創造的･論理的思考の

側面（説明的文章）

・　主に感性・情緒の側面（文

学的文章

　対象と言葉・言葉と言葉の関係を，言葉の意味，働き，使い方等に着目して捉えたり

問い直したりして，言葉への自覚を高めること。
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　表１のように，国語科の三領域には，それぞれ主に着目させる側面がある。その側面に着目す

ることで，毎時間の学習において獲得する「知識・技能」を明らかにすることができる。そして，

その「知識・技能」を獲得するために，言葉による見方・考え方を有効に働かせることは，自分

の考えをより深いものへと変容させることができると共に，その過程において思考力・判断力・

表現力を高めるものである。さらに，それぞれの側面から学習していくことは，以下のような，「学

びに向かう力・人間性」を育むことに直結している。

○　創造的・論理的思考の側面→「自己を表現しようとする姿」

○　感性・情緒の側面→「豊かな心をもとうとする姿」

○　他者とのコミュニケーションの側面→「他者の心と共感しようとする姿」

　したがって，これらの側面をバランスよく指導することが，子どもの「学びに向かう力・人間

性」を総体的に高めることにつながり，主体的に自分の思いや考えを深めようとする人間性を育

むことができると考える。そのためには，相手意識・目的意識を明確にして伝え合いをさせるこ

とのできる学習課題を設定し，必要感をもって「認識したものを基に思考する（聞くこと，読む

こと），思考したことを基に表現する（話すこと，書くこと），表現されたことを再認識する（聞

くこと，読むこと）」という学びの過程をたどらせることが重要である。  

　このように，毎時間の学習で獲得する新たな知識・技能を明らかにし，それに向かって思考・

判断・表現しながら , 子ども自身が自己の考えの変容に気付いて新たな知識・技能を獲得するこ

とが，さらに「学びに向かう力・人間性」を高めていくことになる。その際，「ことばによる見方・

考え方」を働かせることは，自分の考えが学習課題に対して適切なものになっているのか既習・

他者・教材等とつなぎながら問い直していく過程となる。このことは，情報を編集・操作したり，

新しい情報を既にもっている知識や経験・感情に統合し構造化したり，既にもっている考えの構

造を転換したりするなどの国語科の主体的・対話的で深い学びへとつながるものである。

3．国語科の特質に応じた主体的・対話的で深い学びを促す学習指導のポイント

　主体的・対話的で深い学びを実現するために，以下のポイントで教師の働きかけを行っていく

ことが重要であることを見いだした。

3.1 内容と形式の両面から言葉を吟味することにつながる一単位時間の学習課題の設定

　本校では，一単位時間の学習課題を単元の言語活動の試し作りで明らかになった子どもの課題

を基に，その課題解決を図ることができるように設定してきた。特に「読むこと」の領域では，

教材文を媒介として学ぶことになるため，学習課題設定の際に文学的文章や説明的文章そのもの

の中身である内容的価値と文章の表現や構成等の形式的価値の一方に重きを置いてしまう傾向が

あった。本来，内容的価値と形式的価値は一体であり，形式的価値を手がかりにして，より内容

を深く読むことができるものである。したがって，内容的価値と形式的価値のバランスを意識し

た一単位時間の学習課題を設定していくことは，教師自身の意識の中に指導すべき知識・技能が

明確になるために重要である。
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【学習課題設定に必要な要件】

Ａ　主体的に学習に取り組むことができるように，子どもの疑問を基に設定した学習課題

Ｂ　協働して解決することができるように，多角的・多面的な考えを出しやすい学習課題

Ｃ　考えを深めることができるように，吟味させたい言葉そのものを含んでいたり，その言葉

を吟味することにつながったりする学習課題

　そこで，学習課題設定に必要な要件を，上述のように設定した。

　上記の要件を満たした学習課題は，具体的に，下の【図１】のような流れで設定する。具体例の

ように，教師が教材研究で一単位時間に身に付けさせる知識・技能を明らかにした上で，子どもの

考えを想定し，学習課題を設定する。その際，具体例では，要件Ａとして「『けろけろけろっとした顔』

とはどのような顔であるのか，疑問をもたせることができる。」，要件Ｂとして「子どもたちが様々

な角度から答えを探すことができる」，要件Ｃとして「『けろけろけろっとした顔』という吟味させ

たい言葉を含んでいる」ことから，学習課題を設定した。

　このような学習課題を設定することが，子どもの考えを広げたり深めたりする学び合いにつな

がっていくと考える。

　なお，学習課題設定においては，前時の振り返りの際に次時の学習の見通しをもたせておくこと

が重要であるととらえている。なぜなら , その振り返りの中で，自分の考えの変容や身に付いた知

識・技能を確認したり，次時にどのような学習を行いたいかを考えさせたりすることが，単元を通

してつながりのある学習となり，子どもの学びへ向かう姿を高めていくと考えるからである。

［教材研究における学習課題設定の流れ（教材：三年とうげ）］
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3.2 言葉と言葉をつなぎ，自分の考えを再構築させる「ひとみ学習」

　「ひとみ学習」とは，個人での学び（「ひとりで」），相手との一対一での学び（「ともだちと」），

集団での学び（「みんなで」）を，一単位時間の中に配した主に学習形態にかかわる学習指導のこと

である。その指導の際，ねらいに即して教師が形態を取捨選択し，その学び合いで子どもの思いや

考えを往ったり還ったりさせながら，自分の思いや考えを他者の思いと比較，関係付けさせ，深化・

拡充させていくことが重要である。

　子どもの考えを深めさせるには，まず，自分の思いや考えをもつことが大切である。なぜなら，

自分の考えをもつことが，他者と伝え合い「自分の考えを周囲に広げたい」「自分の考えを深いも

のにしたい」といった学習意欲を高めて対話をしなければ，主体的・対話的な学び合いへと発展し

ないからである。そこで，自分の考えをもたせるために，学習課題に対する直感をもたせ，「ひ」

の段階で教材文や既習等を基にその直感の根拠を集めさせることで，自分の考えへと高めさせる。

次に，友達との対話の中で自分の考えや考えの根拠を交流させる。その交流において，子どもたち

は，自分の考えを相手に分かってもらおうと既習事項・教材・他者の考え等を基に，言葉と言葉を

つないで説明し合う。その際，相手を納得させるために，ことばによる見方・考え方を働かせて伝

え合うことが，自分の考えをより強固にしたり，新たな考えを付け加えたり，よりよい考えへと修

正したりして，深い考えへとつながる。

　さらに，ひとみ学習で共有した複数の「深い考え」を基に，学習課題に対する答えとして適して

いるものを判断したり，いくつかを統合したりして，自分なりの本時のまとめを書かせる。

　このように，自分の考えをより深いものにし，それらを統合して自分の考えを再構築していくこ

とが，国語科における主体的・対話的で深い学びであると考える。

［ひとみ学習の具体例（教材：三年とうげ）］
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4.2 考察

　本時の場面において，学習課題設定に必要な要件Ａ，Ｂ，Ｃを踏まえた学習課題を想定したこ

とで，子どもたちは，スーホが白馬のことばかり考えた理由について疑問をもち，「寂しい」「悔

しい」「心配になった」といった多面的な考えを出し，複合語の効果にも気付きながら場面の様

子について想像を広げることができた。よって，要件Ａ，Ｂ，Ｃを踏まえて学習課題を設定する

ことは，子どもの考えを広げたり深めたりする学び合いにつながると言える。

　学び合いについては，子どもたち全員が直感の思いや考えをもち，教材から自分の考えの根拠

を探し，他者の考えと比較・関係付けながら学び合うことができた。その中で，既有の知識や「ど

なり立てる」「言いかえす」などの複合語に着目した意見から，「みんなで」の学び合いが深まっ

た。その結果，学習課題に対する最初の考えとまとめで書いた最終の考えとを比較すると，自分

の考えが強固・付加・修正されたまとめを書くことができた。よって，言葉と言葉をつなぎ，自

分の考えを再構築させるひとみ学習を行うことで，言葉による見方・考え方を働かせた深い学び

を展開することができたと言える。

5．今後の方向性

　今回の研究では，主に「読むこと」領域の文学的文章における深い学びの実現に向けて研究し

てきた。次年度は，「話すこと・聞くこと」領域や「書くこと」領域，「読むこと」領域の説明的

文章における深い学びの実現に向けた学習指導を研究していく。

6．おわりに

　本報告は，鹿児島大学教育学部附属小学校平成 29 年度研究紀要で発表した研究内等に基づき，

国語科教育において研究をさらに発展させ，その研究成果をまとめたものである。




